
大
　
橋
　
勝
　
男
　
氏
　
著

『
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図
』
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二
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第
三
回
金
田
1
賞
の
栄
誉
に
輝
く
大
柄
勝
男
氏
の

大
著
『
関
東
地
方
域
方
言
那
象
分
布
地
図
』
　
第
一

巻
/
音
声
岩
に
次
ぐ
'
第
二
巻
/
表
現
法
出
崩
、
第
三

巻
/
語
琉
出
揃
が
、
融
華
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
完
結
し

た
全
三
巻
の
地
図
集
(
著
作
)
は
、
日
本
の
言
語
学

界
に
'
不
朽
の
貢
献
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

氏
の
方
言
調
査
は
、
昭
和
四
十
1
年
か
ら
四
十
四

年
ま
で
、
関
東
地
方
域
六
県
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
'
つ
い
に
二
七
六
地
点
へ
　
二
三
八
項
目
に
よ
っ
て

完
遂
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
終
了
後
へ
氏
は
熱
誠
を
傾

け
て
研
究
に
這
進
さ
れ
へ
七
年
間
の
短
期
間
で
'
仝

三
巻
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
に
至
る
ま
で
の
、

彪
大
な
作
業
を
思
う
に
つ
け
、
よ
-
、
ひ
と
り
へ
故

密
な
研
究
に
専
心
さ
れ
た
も
の
だ
と
'
感
嘆
を
禁
じ

え
ま
せ
ん
。
ま
た
へ
　
氏
の
ど
夫
人
の
お
力
添
え
の
'

ひ
と
か
た
な
ら
ざ
る
こ
と
を
、
ゆ
か
し
く
思
う
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。

氏
は
、
催
士
論
文
で
'
関
東
地
方
北
東
部
方
言
に

お
け
る
音
声
生
活
に
つ
い
て
へ
研
究
な
さ
っ
て
い
ま

す
。
方
言
音
声
に
対
す
る
広
く
深
い
造
詣
を
共
礎
と

し
て
'
第
1
巻
/
音
声
岩
の
高
著
を
、
も
の
さ
れ
た

の
で
し
た
。

第
二
巻
は
'
「
文
表
現
」
を
視
点
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
「
あ
い
さ
つ
表
現
」
そ
の
も
の
を
と
り

あ
げ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
'
文
形
式
の
詔
郊
素
に

お
よ
び
、
か
つ
'
そ
れ
ら
の
表
現
法
の
内
部
構
造
に

お
よ
ん
で
い
ま
す
。
藤
原
与
1
先
生
の
、
生
活
語
文

法
観
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
へ
氏
の
独
自
の
包
括

的
な
人
間
味
が
、
実
践
項
目
体
系
に
、
括
生
し
て
い

ま
す
。第
三
巻
は
'
「
語
虫
」
を
視
点
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
生
活
語
琉
体
系
内
で
の
'
語
の
あ
り
よ
う

を
重
視
し
て
'
名
詞
の
分
属
に
関
し
て
は
、
分
野
語
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に
関
し
て
は
'
す
べ
て
の
語
詞
を
顎
う
よ
う
配
膳
さ

れ
て
い
ま
す
0
本
語
嚢
篇
の
目
的
が
'
・
語
史
再
構
だ

け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
'
推
察
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
各
々
の
巷
の
末
尾
に
'
音
声
面
、
表
現
法

両
、
語
鬼
面
か
ら
見
た
関
東
地
方
域
方
言
分
派
図
が

掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
ん
に
ち
の
方
言

事
象
地
理
学
の
隆
だ
下
に
あ
っ
て
、
方
言
分
派
地
理

学
の
推
進
を
志
向
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
'
格
別
に
注

目
さ
れ
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
言
語
地
理
学
の
必
幻
条
件
を
、
仮
り
に
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。

①
「
只
料
の
均
質
性
」
　
(
方
言
の
資
料
批
判
を
抜

き
に
し
て
、
言
語
地
理
学
の
正
道
は
あ
り
え
な
い
)

①
「
符
号
学
の
論
理
性
」
　
(
方
言
事
象
と
符
号
と

の
'
論
理
的
な
調
和
が
'
言
説
地
理
学
の
根
本
で
あ

ろ
う
。
)
⑤
「
方
言
の
人
間
性
」
　
(
生
身
の
人
間
の
表
現
を

把
え
て
こ
そ
、
永
遠
の
言
語
地
理
学
で
あ
ろ
う
O
)

大
橋
氏
の
著
作
は
'
右
の
三
条
件
を
、
十
全
に
満
た

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
常
民
の
言
語
を
討
究
し
た
国
民
的
追

産
と
し
て
、
『
日
本
言
語
地
図
』
、
『
軸
戸
内
海
言

語
図
巷
』
お
よ
び
'
『
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布

地
2
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値
は
'

時
代
を
超
え
て
'
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
(
第
二
巻
、
昭
和
五
一
年
二
月
二
五
日
、
桜
規

社
刊
t
 
B
四
判
、
図
l
五
九
柴
、
二
l
〇
〇
〇
円
、

第
三
巻
へ
昭
和
五
1
年
1
0
月
二
〇
日
、
桜
楓
社

刊
'
B
四
判
、
図
1
六
1
葉
、
1
二
〇
〇
〇
円
へ
第

1
巻
、
昭
和
四
九
年
五
月
二
五
日
'
私
刊
へ
　
B
四

判
、
図
一
五
七
葉
'
三
八
〇
〇
円
)
　
(
江
端
義
夫
)
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